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刷物提出，6 名），新規学生が 4 名あり，受講者 10
名。２．Mathematicaハンズオンセミナ  ー ゲスト講
師（ウルフラム・リサーチ），３． 課題２（Mathematica
の基本操作） 




















確認，２．財市場 乗数モデル 乗数過程 ３．理
解度，４．課題8a・8b，５．乗数モデルの説明 
第9回 担当：新里，マクロ経済学２，１．前回の













































界曲線と平均曲線 3次方程式，微分D[式  , x ],  プ




Plot3D[ ,  ], 断面図, ContourPlot[  ,  ] 
マクロ経済学：乗数モデル，GDP，乗数 一次方
程式，Solve[ , ], 作図Plot[ , ], 図に文字，式を書きこ
む。金利計算（単利，複利）関数の定義 p[r_]:=  ，
債券価格＝現在割引価値。多項式の根，FindRoot[ , 
{r,0} ]。動学乗数モデル 差分方程式 繰り返し Do 
[ ,{n,0,p}]，ListPot[Table[{n,Y[n]},{n,0,p} ]，財政変数
（税率一定，均衡財政）の効果，連立１次方程式 
IS=LM 分 析 Solve[ ｛  , ｝ ,{y,i}] 
































2. 初期 GDP が均衡にない場合の経済の動きにつ
いてMathematicaを利用して図示。 
（問３, 問４）消費性向の変化が均衡の安定性にど
のように影響するかについ Mathematica を利用して
確認。 
成績は予想をかなり下回り，平均 81点であった。 
理由は 以下の通りである。動学に関するこの授業の
趣旨は モデルのパラメーターの変化が経済の安定
性にどのように影響するかを，Mathematicaを使って
比較的容易にかつ直感的に理解し楽しむというもの
であった。しかし，Mathematicaの複雑なプログラム
に数値を入れて図を描かせるという作業にばかり気
を取られ，何のための授業なのかさえも分からなく
なり，興味を失っているように感じられた。 
Mathematicaを使う前に，何のためにMathematicaを
使うのかという説明を分かり易くしっかりとやって
おく必要がある。さらに，現実的説明も動機付けの
ために必要である。Mathematicaを使って容易かつ直
感的に楽しむたにはしっかりとした事前準備が不可
欠である。 
５．結び 
数学が苦手な学生に数式処理ソフトは無謀との声
がある。しかし，苦手だからこそ，対話型で，ビジ
ュアル，視覚的，立体的表現にすぐれた数式処理ソ
フトが親しみやすいと思われた。また，プログラミ
ング要素が強く，この点が数理的思考の訓練になる
と考えた。無論，今回の授業実践だけで，十分な教
育効果が得られたと判断することはできない。今後，
一層，有効な例題，課題研究が必要である。現在の
試みは，その第1歩である。 
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